
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 ３月１１日の東日本大震災から３ヶ月余りが経ちました。市では被災地へ職員の派遣をするなど被災 

地支援を継続して行っています。 また、センターでは市からの情報をホームページ、電子メールでお知 

らせし、市民活動団体の皆さんから支援物資を提供していただいたり、市内に避難をしてきている方との 

交流会を開催してきました。団体の皆さんにもご協力をいただきありがとうございました。 
 
 センターではこれまでに次のようなことを行っています。これからも節電や放射能など関連情報の提供 

を行っていきます。 
 
① ４月下旬に市民活動団体の皆さんに文具類の支援物資をお願いしました。多くの団体・個人から支援 

 物資のご提供をいただき、５月上旬に宮城県仙台市若葉区にある重度心身障害者通所施設「つどいの家 

 コペル」や宮城県名取市の障害者施設「るばーと」等９ヶ所の施設等へ皆さんの気持ちと共に届けました。 

② ６月５日（日）市障害者センターで市内に避難してきている方をお招きして開催した交流会ではセン 

ターに集う有志の皆さんにもご協力をいただきました。 

③ 市が発信する震災関係の情報「震災ニュース」等をセンター内に掲示するほか、電子メールアドレス 

 を登録している団体の皆さんに随時提供しています。 

 
 
 
 
 

  日程 平成２４年５月２０日開催予定  

  会場 ひかりプラザ  申込み締切 ８月１９日（金） 

   ＊ 例年２月に開催していましたが、気候のよい時期の５月に変更します。 ＊ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

★ お 知 ら せ ★ 

 ★ ７・８・９月の土・日・祝日のセンターの利用は事前予約が必要です（詳しくは４ページをご覧ください）。 
 

１面 震災関係、市民活動ﾌｪｽ出展団体募集 

２面 今後の予定、印刷機の利用について 

３面 ＮＰОの現場から、蔵書紹介 

４面 団体紹介、お知らせ 
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第６回  市民活動フェスティバル 
出展団体を募集します！ 

＜申込み方法＞ 
出展を希望される団体は、メール・電話・ＦＡＸ

または直接センターに、①団体名・②連絡者

名・③連絡先をお知らせください。 

   ８月 19日まで です 
＊・＊・＊・＊・＊・＊ 

第１回実行委員会は９月１３日（火） 
１８：００～１９：３０開催予定です。 

 
市民活動フェスティバルは団体のＰＲの場、

団体同士や市民との交流の場、市民の方に

市民活動を知っていただく場です。 

年々参加団体も増え、様々な企画で、幅広

い年齢層の方にご来場いただいています。 

今回も出展団体の皆さんによる実行委員会

形式で企画・運営します。 一緒にフェスティ

バルを盛り上げていきましょう。団体の活動を

ＰＲするよい機会です。多くの団体のご参加を

お待ちしています。 



 

 

センター事業（９月頃まで）をお知らせします。積極的なご参加を！ 

◆市民活動きっかけづくり入門講座 

 センターでは市民活動を始めるきっかけになればと、世の中の身近な問題を考える講座を実施 

します。まずパート１は２回の連続講座として、『はじめよう！ごみ減量』をテーマにします。 

 市のごみ減量の担当者や「ごみ」にかかわる課題をテーマに活動する市民からお話を聞いて、 

いまどのような課題があるのか、市民としてどのような取り組みができるのかを考えます。 

 講座は話題の提供を受けた後、参加者同士でごみ減量のためのアイデアを出し合い、市民活動 

の“タネ”を見つけます。 

 既に活動されている皆さんも何か活動ヒントが見つかるかもしれません、ぜひご参加ください。 
 
 パート１  「はじめよう！ごみ減量」 
        第１回 ７月 26日（火） 14：00～16：00 国分寺 Lホール（A） 

        第２回 ８月 10日（水） 14：00～16：00 いずみホール（B） 

 パート２    ※テーマは 7月末頃にホームページでお知らせします 

第１回 ９月 30日（金） 14：00～16：00 国分寺 Lホール（A） 

        第２回 10月 20日（木） 14：00～16：00 国分寺 Lホール（B） 
 

◆登録団体交流会 

 テーマ別・活動分野別の交流会を座談会形式

で行います。市民活動センター登録団体の方な

らどなたでもご参加いただけます。登録団体の

代表者は，少なくとも１回はご参加ください。 
 
7 月 19 日 (火)15 時 ～防災について(テーマ別） 

 7 月 30 日 (土)10 時 ～地域安全・災害救援活動(活動分野別) 

 8 月 24 日 (水)10 時 ～社会教育の推進・子どもの健全育成(活動分野別) 

 9 月 ７日(水)15 時 ～環境の保全(活動分野別) 

 9 月 20 日 (火)15 時 ～助成金・補助金について(テーマ別) 

◆市民活動相談 

 市民活動をしていて困っていることなどの

相談を受けています。相談員は実際に市民活動

をしているＮＰＯ法人のスタッフです。毎月１

回センターで開催します。 
 
【相談日】７月 28日（木） 10:00～12:00 

     ８月 26日（金） 14:00～16:00 

     ９月 27日（火） 10:00～12:00 

     

  
この「市民活動きっかけづくり入門講座」，「登録団体交流会」，｢市民活動相談」は 

市民活動団体と市の協働事業として実施しています。 
  

 

印刷機・コピー機の利用について 

昨年2色刷りの印刷機を導入し、多くの団体の方にご利用いただいき、ありがとうございます。 

年々利用数が増えうれしいのですが・・・ 

利用基準は印刷機の利用は年間120製版まで（コピー機は250枚）です。 

団体毎の利用状況がわかりやすいように、団体毎に利用台帳を新たに作成し、 

利用枚数等をご記入いただくよう変更になりました。 
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「おはなしのくに ピッピ」は、絵本の読み聞かせを活動の中心とし、「人が伝える温かさで素晴しい絵

本やお話を届けて共に楽しい時を過ごす」ことを目的としています。今回は、並木図書館おはなし室で毎

月２回行われている「おはなし会」を取材させていただきました。この｢おはなし会｣の活動は並木図書館

の開館当初から続けられているとのことです。 

 取材当日は、５月の初夏を思わせる爽やかな良い天気で、７組の親子が参加していました。４人のスタ

ッフが交替で絵本を読み、途中に手遊びや親子でのスキンシップの時間をとり入れ、小さなお子さんの集

中力に配慮したプログラムになっています。会の最後には、参加した一人ひとりの子どもの名前を呼び、

参加証と塗り絵が配られました。何が始まるのかな？と思っていると、子どもたちは、それぞれ塗り絵に

没頭し始めました。その間スタッフは参加した親や子どもに声をかけ、読み聞かせの場が、スタッフと参

加した親子とのささやかな交流の場となり、完成した塗り絵は図書館の柱に貼り出されました。自分の塗

った絵が貼り出された子どもたちは、この図書館が自分の図書館のようなうれしい気持ちになったのでは

ないでしょうか？このようなスタッフの知恵と工夫で、絵本の読み聞かせだけではない、ピッピならでは

の独自のおはなし会のスタイルを築き上げているようです。 

おはなし会の後、代表の根岸さんにお話を伺いました。根岸さんは、昭和 63年 11 月に設立されて以降、

３代目の代表とのことで、もう 13年ほど代表を務めているそうです。現在メンバーは 18名。「個性豊かな

すてきなメンバーが集まっていて、それぞれのメンバーが個性を活かして好きな本を選んで楽しく読む。

するとその楽しさが伝わって、参加された方が笑顔になる。そんな活動を積み上げてきました。」とのこと

でした。また「おはなし会」の活動は図書館にとどまらず、児童館での月１回の読み聞かせや、小学校へ

の「おはなし会」の出前も 10 年以上行っているそうで、「先生や親

以外の地域の大人の生の声で、絵本やお話を聞くことで子どもの耳

が育つ。話を聞くことは楽しいことだと自然にわかっていってほし

い」という話を、先日先生方とされたそうです。 

 「『おはなしのくに ピッピ』は、集まってくれたみんなが一緒に

絵本を楽しんでもらうことをまずは考えています。メンバーは大好

きな絵本を手にして、子どもたちに会うことや本を読むことを楽し

みにしているんです」とのことでした。スタッフの方たちの温かい

雰囲気に触れ、自分も参加したくなる気持ちにさせられる。ピッピ

のそんな魅力を肌で感じることが出来ました。 

 【連絡先】おはなしのくに ピッピ代表 根岸まり子（℡042－323-9377） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国分寺市を拠点とする 
ＮＰＯの活動取材録 

シリーズ・ＮＰＯの現場から 

こくぶんじ協働ニュース第25号   ③ 

第 25 回 ～絵本の楽しさを伝えたい～ 

お はなしのくに  ピッピ 

 
●センター蔵書紹介コーナー 
 
■書籍名…こうだったのか ＮＰＯの広報 

■著 者…武永 勉 

■発 行…社会福祉法人 大阪ボランティア協会 出版部 2010 年３月 1日 

 

ＮＰＯにとって広報というのは決して無縁のものではない。 

実はとても大事なものであり強力なツールであることを記者経験 22年の筆者が解きほぐしてくれます。

その過程が読んでいて実に爽快な感じです。人に伝えるためにはどうしたらいいか。豊富な具体例で懇切

丁寧に説いています。 

 この本で紹介されている「広報プレゼンシート」が本書のポイント。これはプレスリリースからチラシ、

メールと 3段階に使える実践的なものです。本書の目次を順番に見てみると魅力的なマニュアルに見えて

きます。 

 読み進んでいくうちにプレゼンシートを作ってみたくなりました。おすすめの一冊です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■７,８,９月の土･日､祝日の開館について■ 
 
夏季の節電対策のため、市民活動センターでは 

７月，８月，９月の土日、祝日は事前予約制とする

ことになりました。（予約の無い日は休館です） 

 利用の１週間前までに予約をしてください。 

 利用の予定がある方は、お早めにセンターまで 

ご連絡ください。 

 

■提案型協働事業について■ 
 
 平成 19 年から試行してきた提案型協働事業は 

その仕組み（制度）のまとめ作業を行っています。 

 新規募集については、制度確定後の平成 24年度 

から行う予定です。 

 

■レターケースの申込みを受け付けます■ 
 
市民活動センターでは、会員同士や団体間の連絡

にご利用いただけるよう、レターケースを無料で貸

し出しています。利用を希望する団体は、市民活動

センターまでお申し込みください。  
★レターケースのサイズ・・・Ａ４サイズ 

（幅 23.5cm×奥行き32.0cm×高さ 3.0cm）  
【貸  出  数】 ４７個 

【利 用 期 間】 平成 23年８月１日～ 

         平成 24 年７月 31日まで 

【申込み締切】 ７月 22日(金) 

【申込み方法】 ①団体名、②連絡者名、 ③電話

番号を、直接またはメール、ＦＡＸでセンターまで  
《注意事項》 

 現在、レターケースをご利用いただいている 

 団体、今春の登録更新申請時に申請書の 

 レターケース利用欄の「申込みする」 

 にチェックをした団体も、申込みが 

 必要です。 
 
※ 申込み多数の場合は抽選となります 

発行・編集 こくぶんじ市民活動センター（国分寺市役所 協働コミュニティ課） 

〒185-8501 東京都国分寺市戸倉１－６－１ 第三庁舎１階 

℡ ０４２－２０８－３６３６ ／ Fax ０４２－２０８－３６３７ 
e-mail kccpc@jcom.home.ne.jp 

http://members3.jcom.home.ne.jp/collabo-kokubunji/ 

開館時間 平日 9:00～17:00 土日祝日 9:00～13:00 

年中無休(ただし年末年始を除く) 

平成 23年７月１日発行 
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団体紹介コーナー 団体紹介 

随時募集中！ 

 
編集後記 

シリーズ「NPO の現場から」の取材では、新鮮な

感動をおぼえ、たくさんの元気をいただきます。

現場で活動されている方々が真摯な努力を重ねら

れているからこそ、私たちもそのような思いにつ

ながるのだと思います。その雰囲気をできる限り

お伝えしたいと願ってお届けします（ふ）。 

こくぶんじ協働ニュース第25号   ④ 

みどりのゆびの会 

会の発足は 11年前の 6月、現在会員は約 10名。

毎月第 3土曜日の午前中、もとまち公民館前の花壇

のお世話をしています。秋のもとまち公民館祭では

「花マーケット｣を開催。ガーデニングに関する講

演会も企画し、去年はＮＨＫ「野菜の時間｣で有名

な藤田智先生にいらしていただき、大盛況でした。 

 活動日が少なく会員数も少ない会ですが、続いて

きたのは、基本的にボランティアのグループなの

で、お互いが無理のない範囲で助け合って活動して

きたことが１番の理由だと思います。そして、２番

目は、会の目的が単に花壇の世話にとどまるのでは

なく「地域を花でいっぱいのより良い環境に変えて

いきたい」という大きな願いが基本にあるからでは

ないでしょうか。その希望を象徴しているのがもと

まち公民館の花壇ではないかと思っています。実

際、この花壇は地域の方に喜ばれ、新聞の取材を受

けたり、本多公民館でも同じような「ミントクラブ」

が誕生するきっかけになりました。 

欧米では「コミュニ 

ティーガーデン」と呼 

ばれ、犯罪を防ぐ効果 

もあるといわれる公民 

館の花壇に一度、足を 

運んでみてください。 

参加も大歓迎です。 

【連絡先】吉田 多美子 (TEL 042-324-5668) 

お 知 ら せ 

７・８・９月の土日
祝日は事前予約制
になります。詳しく
は右上の記事をご
覧下さい。 


